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広報つやまは、環境保護のため古紙配合率100%再生紙、大豆油インキを使用しています。読み終えた後はリサイクルにご協力ください。�
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▲天守の軒丸瓦（左）と通常の軒丸瓦（右）�
  （写真２）�

47

津
山
城
の
天
守
２�

�

〜
　
天
　
守
　
の
　
瓦
　
〜�

編�

集�

後�

記�

■
今
年
の
冬
は
雪
の
日
が
多
く
、
衆

楽
園
の
雪
景
色
を
何
度
も
見
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
桜
や
新
緑
の
季
節

も
い
い
で
す
が
、
墨
絵
風
に
映
る
雪

の
衆
楽
園
も
気
に
入
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
こ
の
寒
さ
に
は
参
り
ま
す
ね
。

久
々
に
で
き
た
足
の
し
も
や
け
が
か

ゆ
い
。（
郁
）�

■
寒
い
と
運
動
不
足
に
な
り
が
ち
で

す
ね
。
暇
を
見
つ
け
て
は
ア
イ
ス
ラ

ン
ド
津
山
へ
ス
ケ
ー
ト
を
し
に
行
っ

て
い
ま
す
。
「
氷
の
上
に
い
る
な
ん
て
、

寒
い
で
し
ょ
う
？
」
と
言
わ
れ
ま
す
が
、

ど
っ
こ
い
ど
っ
こ
い
。
体
も
温
ま
り
、

冷
た
い
風
も
気
持
ち
い
い
ん
で
す
よ
。

な
か
な
か
や
せ
ま
せ
ん
が
…
。（
ｅ
）�

■
今
年
は
よ
く
雪
が
降
り
ま
す
ね
。

あ
る
日
、
慣
れ
な
い
雪
か
き
を
し
た
後
、

子
ど
も
と
雪
だ
る
ま
を
作
り
ま
し
た
。

そ
の
夜
、
明
日
の
天
気
が
気
に
な
っ

た
の
で
、
子
ど
も
と
い
っ
し
ょ
に
天

気
予
報
を
見
て
い
る
と
、
上
の
子
が

一
言
。
「
あ
し
た
は
雪
だ
る
ま
が
降

る
な
ー
」
。
父
「
…
。
作
ら
な
く
て

も
い
い
か
な
」
。（
ひ
）�

（１月１日現在）�
人　口　90,135  人（前月比△７）�
　男　　42,953  人（同△12）�
　女　　47,182  人（同＋５）�
世帯数　34,862世帯（同△28）�

12月中の異動数�

ひ と の 動 き�

出生　  65人、死亡　  66人�
転入　211人、転出　217人�

月�

２００４�

　前回は津山城天守の歴史的な位置付けな
どについて説明しました。今回は津山城の
天守に使用された瓦について検討します。
　津山城に使用された瓦は、鬼瓦・鯱瓦な
ど数多くの種類がありますが、発掘調査で
大量に出土する瓦は、最も大量に使用され
た平瓦・軒平瓦・丸瓦・軒丸瓦の４種類の
瓦です。今回は、これらの瓦の中で文様に
より比較検討が可能な軒瓦に注目してみます。
　軒瓦はその名のとおり屋根の軒先を飾る
瓦で、その文様は鎌倉時代以降、軒丸瓦は
三巴文、軒平瓦は唐草文が一般的です（写
真１）。軒丸瓦については、一般的に巴の
頭が小さくて尻尾が長く、巴の周囲の点（珠
文といいます）が小さく珠文同士の間隔が
広いほど古いとされており、これによりお
およその瓦の新古関係が判定できます。

　さて、それでは津山城の天守にはどのよ
うな文様の瓦が葺かれていたのでしょうか？
天守については周辺の断片的な発掘調査し
か実施していませんが、それらの調査での
出土品をみると、軒丸瓦についてはそのす
べてが三巴文であり、天守にもこの三巴文
の軒丸瓦が葺かれていたことは確実です。

　また、津山城跡で出土する軒丸瓦の大き
さは、直径が15センチメートル程度のもの
が圧倒的多数を占めています。写真１の備
中櫓の軒丸瓦も直径は15センチメートル程
度のものです。ところが、天守周辺の調査
では直径が20センチメートルもある大型の
軒丸瓦が出土します（写真２左）。この巨
大な軒丸瓦は天守周辺以外では出土しない
ため、恐らくこの軒丸瓦が天守に使用され
たものと思われます。

　津山城の天守が巨大な木造建造物である
ことは前回述べましたが、その屋根に葺か
れた瓦も他の瓦とは明らかに異なる大型の
ものが使用されたようです。ちなみに、写
真２の左側の瓦は前述の特徴から恐らく江
戸時代前期、天守の創建当時に使用された
瓦であると思われます。一方、ほぼ同様の
大きさで巴の頭が大きく尻尾のかなり短い
江戸時代末に近い時代の軒丸瓦も出土して
おり、これらは江戸時代を通じて天守の屋
根が何度か補修されたことを物語っています。
　なお、今回は省略しましたが、この軒丸
瓦とセットになる軒平瓦も通常のものより
もはるかに大きく、その文様は中心に「桐
の葉」を持つ唐草文です。

▲備中櫓に葺かれている軒瓦（写真１）�
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